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疾 病 定点区分

13 週 14 週 15 週 16 週 17 週

4/2 4/9 4/16 4/23 4/30

報告数 報告数 報告数 報告数 報告数
インフルエンザ インフルエンザ 748 637 569 554 538

ＲＳウイルス感染症 小児科 33 60 65 117 97

咽頭結膜熱 小児科 15 14 15 18 28

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 小児科 39 40 42 43 32

感染性胃腸炎 小児科 161 172 163 147 133

水痘 小児科 33 26 17 23 14

手足口病 小児科 6 2 2 1 4

伝染性紅斑 小児科 2 2 3 2 2

突発性発疹 小児科 7 10 14 17 14

百日咳 小児科 1 1 4 2 1

ヘルパンギーナ 小児科 0 0 3 3 5

流行性耳下腺炎 小児科 3 4 2 2 5

急性出血性結膜炎 眼科 0 0 1 0 0

流行性角結膜炎 眼科 6 7 10 6 11

細菌性髄膜炎 基幹 0 1 1 0 1

無菌性髄膜炎 基幹 1 2 0 1 3

マイコプラズマ肺炎 基幹 1 5 3 10 3

クラミジア肺炎 ( オウム病を除く ) 基幹 0 0 0 0 0

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 基幹 12 11 7 11 4

沖縄県感染症発生動向調査報告状況
（定点把握対象疾患）

※１． 定点あたり・・・対象となる五類感染症（インフルエンザなど 18 の感染症）について、沖縄県で定点として選定された医療機関
からの報告数を定点数で割った値のことで、言いかえると定点１医療機関当たりの平均報告数のことです。

（インフルエンザ定点 58、小児科定点 34、眼科定点 10、基幹定点 7 点）
※２．最新の情報は直接沖縄県感染症情報センターホームページへアクセスしてください。

http://www.idsc-okinawa.jp

（麻しん確定情報）
13 週から 17 週までの、県内での麻しん確定報告はありません。

文書映像データ管理システムについて（ご案内）
　さて、沖縄県医師会では、会員へ各種通知、事業案内、講演会映像等の配信を行う「文書映像デー
タ管理システム」事業を平成 23 年 4 月から開始しております。
　また、各種通知等につきましては、希望する会員へ郵送等に併せてメール配信を行っております。
　なお、「文書映像データ管理システム」（下記 URL 参照）をご利用いただくにはアカウントとパス
ワードが必要となっており、また、メール配信を希望する場合は、当システムからお申し込みいただ
くことにしております。
　アカウント・パスワードのご照会並びにご不明な点につきましては、沖縄県医師会事務局
（TEL098-888-0087　担当：徳村・国吉）までお電話いただくか、氏名、医療機関名を明記の上
omajimusyo@okinawa.med.or.jp までお問い合わせ下さいますようお願い申し上げます。

○「文書映像データ管理システム」
　URL：http://www.documents.okinawa.med.or.jp/
　  ※ 当システムは、沖縄県医師会ホームページからもアクセスいただけます。
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（ 6 月 10 日～ 8 月 9 日）

師講称名所場日催開 カリキュラムコード
問合せ先
参加費

6/11
（日）
9：00

沖縄県医師会館 第123回沖縄県医師会医学
会総会
①認知症と運転（0.5単位）
②学校や保育園での食物ア
レルギー児への対応（0.5単
位）
③障がい者スポーツ東京オ
リンピック・パラリンピックに
向けて（1.0単位）

①外間　宏人（琉球大学
大学院医学研究科精神
病態医学講座）
②尾辻　健太（沖縄協同
病院小児科）
③田島　文博（和歌山県
立医科大学リハビリテー
ション講座）

①29)認知能の障害

②15）臨床問題解決
のプロセス
③0)その他

1）医師のプロフェッ
ショナリズム

沖縄県医師会
業務1課　與儀

098-888-0087
参加費なし

6/15
（木）

19：30

ハイアットリー
ジェンシー那覇
沖縄

第320回沖縄皮膚科勉強会
①皮膚・軟部感染症の治療
ガイドライン～蜂窩織炎から
ざ瘡まで～（0.5単位）

②膠原病 up-to-date 皮膚
科診療に役立つ膠原病の知
識（1.0単位）

①宮城　拓也（琉球大学
大学院医学研究科皮膚
病態制御学講座助教）
②濱口　儒人（金沢大学
医薬保健研究域医学系
皮膚分子病態学准教授）

①11)予防と保健

②12）地域医療

26）発疹

大塚製薬（株）
松田　武
098-867-6198
参加費なし

6/15
（木）

19：30

ザ・ナハテラス 脳卒中学術講演会
①緊急時対応の院内マニュ
アル　プリズバインドのス
ムーズな使用の為の提案
（0.5単位）
②心房細動と脳梗塞－国内
データベースに基づいた

NOAC の Risk&Benefits-
（1.0単位）

①喜久山　有沙（豊見城
中央病院薬剤科）
②寺山　靖夫（岩手医科
大学内科学講座神経内
科・老年科分野教授）

①10)チーム医療

②73)慢性疾患・複
合疾患の管理

日本ベーリン
ガーインゲル
ハイム㈱土屋
輝幸
098-867-5605
参加費なし

6/24
（土）

19：30

沖縄県医師会館 沖縄県ワクチン学術講演会
（案）（1.0単位）

和田　紀之（和田小児科
医院　院長）

2)医療倫理：臨床倫
理
11)予防と保健

田辺三菱製薬
（株）河合　弘
樹
098-869-5515
参加費なし

6/27
（火）

19：00

沖縄かりゆし
アーバンリゾート
那覇

第1回糖尿病講演会
①運動し過ぎて体を壊しそう
な人をどう抑える？（0.5単
位）
②運動しない人をどう動か
す？（0.5単位）
特別講演
③なぜ糖尿病患者は運動し
ないのか？（1.0単位）

①久場　美鈴（大浜第一
病院糖尿病指導士認定
理学療法士主任）
②平良　みほ（大浜第一
病院理学療法士）
特別講演
③田村　好史（順天堂大
学院医学研究科スポート
ロジーセンター・代謝内分
泌内科学　順天堂大学国
際教養学科准教授）

①10)チーム医療

②19）身体機能の低
下
③76）糖尿病

82）生活習慣

那覇市医師会
上地　政昭
098-868-7579
参加費なし

7/12
（水）

19：10

ダブルツリーｂｙ
ヒルトン那覇首
里城

沖縄県急性期感染症セミ
ナー
感染症とDIC（1.0単位）

三鴨　廣繁（愛知医科大
学大学院医学研究科臨床
感染症学主任教授

8)感染対策 旭化成ファーマ
㈱西宮　康雄
098-869-9540
参加費なし

講演会・例会のご案内(6月10日～8月9日)
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開催日 場所 名称 講師 カリキュラムコード
問合せ先
参加費

講演会・例会のご案内(6月10日～8月9日)

8/7
（月）

19：00

ザ・ナハテラス 第21回沖縄リウマチ医療の
会
①リウマチ手の再建（1.0単
位）
②全身性強皮症の新規治療
（1.0単位）

①水関　隆也（広島県立
障害者リハビリテーション
センター顧問）
②竹原　和彦（金沢大学
医薬保健研究域医学系
皮膚分子病態学教授）

①61)関節通

73）慢性疾患・複合
疾患の管理
②45）呼吸困難

73）慢性疾患・複合
疾患の管理

あゆみ製薬㈱
鬼束　次男
0120-061-374
参加費
1,000円

 ※最新の情報はホームページで逐次更新していますので、ご確認ください。
 ※お願い：8月10日～10月9日迄の講演会例会等が決まれば、6月25日迄に業務1課(098-888-0087)へご一報下さい。

女性会員の出産・育児減免制度について（ご案内）

　本会では日本医師会と共に、女性医師事業支援策の一環として、平成 22 年度より下記の通り医師

会費の「出産・育児減免」制度を設けております。

　当制度の利用を希望される場合は申請が必要となりますので、本会事務局までお問い合わせください。

＊問い合せ先＊　　　
沖縄県医師会 経理課
TEL：098-888-0087
FAX：098-888-0089

出産・育児減免制度
＜対 象 者＞　出産された（これから出産予定の）女性会員で、出産・育児休業取得者

（日医は休業取得・未取得は問わない）
＜減免期間＞　出産した日の属する年度の翌年度１年間

（例：平成28年4月1日に出産した場合　→　平成29年度が減免）

女性会員の出産・育児減免制度について（ご案内）

　本会では日本医師会と共に、女性医師事業支援策の一環として、平成 22 年度より下記の通り医師

会費の「出産・育児減免」制度を設けております。

　当制度の利用を希望される場合は申請が必要となりますので、本会事務局までお問い合わせください。

＊問い合せ先＊　　　
沖縄県医師会 経理課
TEL：098-888-0087
FAX：098-888-0089

出産・育児減免制度
＜対 象 者＞　出産された（これから出産予定の）女性会員で、出産・育児休業取得者

（日医は休業取得・未取得は問わない）
＜減免期間＞　出産した日の属する年度の翌年度１年間

（例：平成28年4月1日に出産した場合　→　平成29年度が減免）

女性会員の出産・育児減免制度について（ご案内）

　本会では日本医師会と共に、女性医師事業支援策の一環として、平成 22 年度より下記の通り医師

会費の「出産・育児減免」制度を設けております。

　当制度の利用を希望される場合は申請が必要となりますので、本会事務局までお問い合わせください。

＊問い合せ先＊　　　
沖縄県医師会 経理課
TEL：098-888-0087
FAX：098-888-0089

出産・育児減免制度
＜対 象 者＞　出産された（これから出産予定の）女性会員で、出産・育児休業取得者

（日医は休業取得・未取得は問わない）
＜減免期間＞　出産した日の属する年度の翌年度１年間

（例：平成28年4月1日に出産した場合　→　平成29年度が減免）

女性会員の出産・育児減免制度について（ご案内）

　本会では日本医師会と共に、女性医師事業支援策の一環として、平成 22 年度より下記の通り医師

会費の「出産・育児減免」制度を設けております。

　当制度の利用を希望される場合は申請が必要となりますので、本会事務局までお問い合わせください。

＊問い合せ先＊　　　
沖縄県医師会 経理課
TEL：098-888-0087
FAX：098-888-0089

出産・育児減免制度
＜対 象 者＞　出産された（これから出産予定の）女性会員で、出産・育児休業取得者

（日医は休業取得・未取得は問わない）
＜減免期間＞　出産した日の属する年度の翌年度１年間

（例：平成28年4月1日に出産した場合　→　平成29年度が減免）
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平成 29 年度 産業医研修会案内 

 
平成29年度みだし研修会を別紙要領により開催することに致しましたので、

ご案内申し上げます。 
つきましては、研修会への受講を希望する場合には、別紙開催日程をご確認

の上、下記により FAX(098-888-0089)でお申し込み下さい。 

                 

研修会参加申込票 

参加希望の研修番号に○印を付けてください。 

申込み研修番号 A ・ B ・ C ・ D ・ E ・ F ・ G ・ H 

参加申込者 

氏名： 

氏名： 

氏名： 

氏名： 

施設名 
 

ＴＥＬ 
 

認定区分 認定医 ・ 未認定医 

※申込後にキャンセルする場合は、お早めにご連絡くださいますようお願い申し上げます。特に

実地研修については、定員に達した場合、キャンセル待ちが発生することもございますのでご協

力のほどお願い致します。 

※平成 30 年 4 月 1 日より、産業医研修会実施計画は「沖縄県医師会報」ならびに「沖縄県医師

会ホームページ」にてお知らせします。 

 沖縄県医師会事務局 業務 1 課 與儀 
（TEL.098-888-0087 FAX.098-888-0089）  
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申込み
研修番号 研修会名 日　時 場　所 カリキュラム

（付与単位数） 講師名

※単位制の研修につき、時間厳守でお願いします。遅刻や途中退室は単位認定ができませんのでご注意ください。
平成29年度沖縄県医師会産業医研修会実施計画（日本医師会へ指定申請中）

※申込後にキャンセルする場合は、お早めにご連絡くださいますようお願い申し上げます。特に実地研修については、定員に達し
　た場合、キャンセル待ちが発生することもございますのでご協力のほどお願いいたします。
※平成30年4月1日より、産業医研修会実施計画は「沖縄県医師会報」ならびに「沖縄県医師会ホームページ（http://www.oki
　nawa.med.or.jp/html/sagyo_gakujutu/sangyoi/sangyoi.html）」にてお知らせします。

（1）伊志嶺　隆 先生
（2）清水　隆裕 先生

（1）青木　一雄 先生
（2）清水　隆裕 先生

（1）伊志嶺　隆 先生
（2）仁井田りち 先生

（1）青木　一雄 先生
（2）加藤　浩司 先生

（1）山本　和儀 先生

（1）青木　一雄 先生
（2）清水　隆裕 先生

（1）青木　一雄 先生
（2）加藤　浩司 先生

（1）清水　隆裕 先生

4月20日（木）
開始18:30
終了22:30

5月25日（木）
開始18:30
終了22:30

6月15日（木）
開始18:30
終了22:30

7月8日（土）
開始18:30
終了22:30

7月27日（木）
開始18:30
終了21:30

8月10日（木）
開始18:30
終了22:30

10月19日（木）
開始18:30
終了22:30

11月18日（土）
開始18:30
終了21:30

基礎研修
（前期のみ） 
（未認定医対象）

基礎研修
（前期のみ） 
（未認定医対象）

基礎（後期）
生涯（専門）

基礎（後期）
生涯
（専門・更新）

基礎（実地）
生涯（実地）
【定員60名】

基礎（後期）
生涯（専門）

基礎（後期）
生涯
（専門・更新）

基礎（実地）
生涯（実地）

終了

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

終了

(1) 産業医活動の実際 (2単位 )
　　「産業医活動の面白み」
(2) 作業管理 (2単位 )
　　「作業管理の考え方とその実例」

(1) 有害業務管理 (2単位 )
　　「有害業務管理による健康障
　　害を防止するために～基礎
　　から最近のトピックスまで
　　を俯瞰する～」
(2) 健康保持増進 (2単位 )
　　「特定健診、特定保健指導、労
　　災二次健診」

(1) 作業管理 (2単位 )
　　「人間工学的視野に立った作
　　業管理や安全対策を考える」
(2) メンタルヘルス対策 (2単位 )
　　「産業医に必要なメンタルヘ
　　ルスの知識と最近の話題」

(1) 労働衛生管理体制（総括管理）
　　(2単位 )
　　「健康で快適な職場環境を形
　　成するための労働衛生管理
　　体制の構築に向けて」
(2) 労働衛生関係法規と関係通
　　達の改正 (2単位 )

(1) メンタルヘルス対策 (3単位 )
　　「ストレスチェック後の医師
　　の面接指導」

(1) 健康管理 (2単位 )
　　「職場における健康診断の意
　　義とその活用法」
(2) 労働衛生教育 (2単位 )
　　「アルコール対策の実際」

(1) 有害業務管理 (2 単位 )
　　「職場における化学物質によ
　　る健康障害の防止のために
　　～化学物質のリスクアセス
　　メント～」
(2) 労働衛生関係法規と関係通
　　達の改正 (2単位 )

(1) 健康保持増進 (3単位 )
　　「新しい保健指導　動機付け
　　面接」

沖縄県医師会館
（2階会議室1）

沖縄県医師会館
（2階会議室1）

沖縄県医師会館
（3階ホール）

沖縄県医師会館
（3階ホール）

沖縄県医師会館
（3階ホール）

沖縄県医師会館
（3階ホール）

沖縄県医師会館
（3階ホール）

沖縄県医師会館
（3階ホール）
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参考 沖縄県医師会 産業医研修会年度別開催スケジュール（平成25年～平成29年度）

研修内容 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

(1) 総論(2単位) 4/17 4/28
(2) 健康管理(2単位) 4/17 4/28
(3) メンタルヘルス対策(1単位) 6/19 6/16
(4) 健康保持増進(1単位) 6/6 4/16 5/25
(5) 作業環境管理(2単位) 6/19 6/16
(6) 作業管理(2単位) 4/19 4/16 4/20
(7) 有害業務管理(2単位) 6/6 6/18 5/25
(8) 産業医活動の実際(2単位) 4/19 6/18 4/20
(9) その他

(1) 労働衛生関係法規と関係通達の改正 11/17 10/30 5/21 5/19、10/15 7/8、10/19
(2) その他 5/16 5/15 7/16

(1) 健康管理 6/20
(2) じん肺の胸部エックス線検査

(3) メンタルヘルス対策 12/12 11/13 11/12 6/4 7/27
(4) 健康保持増進 81/1101/8
(5) 救急処置 11/17
(6) 作業環境管理・作業管理 8/23
(7) 職場巡視と討論 8/10
(8) その他 7/12

(1) 総論 11/17 5/15 5/19
(2) 労働衛生管理体制(総括管理) 5/16 5/21,7/12 7/8
(3) 健康管理 9/13 7/17 8/20 7/14 8/10
(4) メンタルヘルス対策 11/17 9/13 10/8 8/25 6/15
(5) 健康保持増進 9/13 7/17 7/14
(6) 作業環境管理 12/6 10/30 10/15
(7) 作業管理 11/17 7/16 6/15

(8) 有害業務管理 12/14 11/26 10/19

(9) 労働衛生教育 12/14 8/20 8/10

(10) その他 12/6 9/13 8/25

研修会開催回数 9回 8回 10回 8回 8回

【未認定医】

・ 新規認定の為には基礎研修（前期研修14単位以上･実地研修10単位以上･後期研修26単位以上）合計で50単位以上の修得が必要です。

・ 未認定医は「2年程度」で産業医の認定資格が得られます。

【認定医】

・ 認定産業医の更新には、認定証取得後（有効期限内5年間）に生涯研修（更新研修1単位以上、実地研修1単位以上、専門研修1単位以上）

・ 認定医は1年間では単位取得が可能です。

 20単位以上の修得が必要です。

　
Ⅰ
 
基
礎
研
修

Ⅱ
 
生
涯
研
修

Ⅰ
 
基
礎
研
修

Ⅱ
 
生
涯
研
修

Ⅰ
 
基
礎
研
修

　
Ⅱ
 
生
涯
研
修

 
Ⅰ
 
基
礎
研
修

研修名称

前期研修
　（未認定医14単位以上）

実地研修
（未認定医10単位以上）
（認定医1単位以上）

後期研修
（未認定医26単位以上）

専門研修
（認定医1単位以上）

後期研修
（未認定医26単位以上）

更新研修
（認定医1単位以上）



2017沖縄医報　Vol.53  No.6
産業医研修会のご案内

－ 125（799）－

〒901-0152　沖縄県那覇市字小禄1831-1
沖縄産業支援センター ２階　

独立行政法人　労働者健康安全機構
沖縄産業保健総合支援センター

TEL098-859-6175 FAX098-859-6176

 本研修会は無料です。
※キャンセルの場合は御連絡下さい。

【研修場所　沖縄産業支援センター３階会議室】

ＦＡＸ　０９８－８５９－６１７６

署部属所　

　１．産業医　２．産業看護職（保健師・看護師）　３．衛生管理者　４．人事・労務・安全衛生担当者

　５．事業主　６．労働者　　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　

ＦＡＸ　

※申込みの際に記入いただいた個人情報は、本研修会における参加名簿作成のために使用するほか、当センターが行う研修・セミナー等の御案内に                     

　使用させて いただくことがあります。また、「かわら版」の研修予定以外に研修を開催することがございますのでホームページをご覧下さい。

所属機関
（事業場名）

職　　種

電話番号

申　込　書

　※キャンセルの場合は必ず御連絡下さい。

開催場所 沖縄産業支援センター　3階会議室
研修会
番 号

３ , ４ , ５

６ , ７ , ８ , ９
氏　　名

フリガナ(必須）

　沖縄産業保健総合支援センターでは、事業場の産業保健担当者等に対して産業保健に関する基礎的又は
専門的・実践的な研修会を開催いたします。
参加ご希望の方は申込書に記載の上このままＦＡＸ(098-859-6176)にてお申し込み下さい。
「ホームページ」にも研修会の案内を掲載しておりますので、ご利用下さい。（http://www.sanpo47.jp）
※なお、「定員」に達した場合は受付を終了させていただくことがありますので、ご了承ください。

平成29年度(2017)産業保健研修会予定表
～産業保健かわら版（前期）～

●産業医研修 (生涯研修２単位：「産業医研修手帳」をご持参ください。）

研修会
番号

日　　時 研　修　テ　ー　マ 講　師 研修会場

3 ６月２日（金）
18:30～20:30

職場のメンタルヘルス　（生涯専門）
仲本　晴男
（ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ）

３０３室

4 ６月２２日（木）
18:30～20:30

治療を受けながら働く労働者を支援する
（生涯専門）

伊志嶺　隆
（産業医学）

３０３室

5 ７月１３日（木）
18:30～20:30

職場の受動喫煙対策に関して（生涯専
門）

伊波　恒雄
（産業医学）

３０３室

6 ７月１９日（水）
18:30～20:30

産業医学メンタルヘルス・ストレス
チェック事例検討会（１）　（生涯実地）

山本　和儀
（ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ）

３０３室

7 ８月１日（火）
18:30～20:30

カウンセリング技法を学ぶ（認知行動
療法）（生涯専門）

福地　孝
（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）

３０３室

8 ８月３日（木）
18:30～20:30

過重労働対策を考える（生涯実地）
伊志嶺　隆
（産業医学）

３０３室

9 ８月２９日（火）
18:30～20:30

ストレス社会をいかに生き抜くか（スト
レスコーピング）　（生涯専門）

福地　孝
（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）

３０３室

ストレスチェック及びメンタルヘルス対策に関して、産業医と精神科
医が事例を提示し、対応の良かった点、課題などについて検討する
ことを通して、実践的な問題解決法を学んでいただく。

近年、注目されている「認知行動療法」により、いわゆるマイナス思
考をプラス思考にギアチェンジするための技法を学びます。

産業医先（事業場）の過重労働の現状や、その解決策をグループ
討議してもらい、なかなか難しい「過重労働対策」について考える。

基礎的なストレス理論を紹介し、ストレス社会における生き方を共に
考えてみたい。

内　　　　　　容

事業者の法的責任、心の健康保持・増進の指針、過重労働、労働
災害、職場復帰支援、自殺予防、個人情報の保護等。

「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライ
ン」を紹介し、産業医としてどうかかわっていけるかを考える。

今後一層の強化が期待される職場における「受動喫煙対策」につ
いて、その沿革を含めて将来を論じる。
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申込み日

診療科目

ＦＡＸ

メモ欄

連絡先

沖縄県医師会　業務1課（與儀）　

ＴＥＬ：０９８－８８８－００８７

ＦＡＸ：０９８－８８８－００８９

ストレスチェック後の高ストレス者
に対する面接指導について

　①　実施可能　　　②実施不可　　　　③要相談

嘱託産業医活動情報書

　月　　　日　（　　　）

産業医氏名
　

医療機関名
　

沖縄県医師会では、事業場からの産業医紹介依頼に対応するため、産業医としての契約を希望されている
先生方の情報を取りまとめたいと考えております。ご協力いただける方は下記事項に記入いただき提出を
お願い致します。
※事業場との契約内容（報酬等）については、事業主と産業医の相談により決定となります。

事業所規模
　従業員数

　①５０人～９９人　②１００人～１４９人　③１５０人以上

住　　　所

電話番号
　　

メールアドレス

ストレスチェックの実施者になる
ことについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

業種について
　①建設業　②製造業　③運送業　④サービス業

　⑤ＩＴ業　⑥その他（　　　　　　　　　　　）

　嘱託産業医を受託する際のご希望をお聞かせ下さい。

項　　目 　ご　希　望　条　件

実施可能件数 　1件　　・2件　　・3件　　・4件　　・5件以上

ストレスチェックの共同実施者に
なることについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

地区医師会との情報共有 　①　許可する　　　　　　②許可しない

病院から事業所までの所要
時間（片道）

　①30分程度　②45分程度　③1時間程度　　④時間は気にしない

事業所への訪問、実施曜日
(事業所訪問は基本月1回)

　①企業の都合に合わせる　②双方相談のうえ調整

(　)に第何週か記入下さい 　①第（　）水曜日　②第（　）木曜日　③第（　）土曜日
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 ご承知のとおり、改正医療法において、医療機関の勤務環境改善が各医療機関の努力義務として位置づけられ

たことに伴い、沖縄県医師会（沖縄県医療勤務環境改善支援センター）では、平成 27 年度よりみだしセミナーを

開催しておりますが、今年度も引き続き、職場環境改善に必要な知識の習得・啓発に向けたセミナーを下記のと

おり開催いたします。 

本セミナーでは、快適に働ける職場環境づくりを行なうためのポイントや具体的な進め方等をご説明するほか、

終了後、医療機関からの無料相談会も実施しております。 
参加ご希望の方は、各セミナー番号に○印を付け、必要事項を記載の上、FAX（098-888-0089）にて各日程の

2 週間前までにお申し込み下さい。 

 日時 時間 プログラム 

1 6 月 12 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「こうして進める、取り組む医療機関の女性活躍 ～2 本立て」 
 ① 介護休業・休暇の制度の基本～その取り方・取らせ方 
 ② こうして対処する。マタハラ対応の具体例と実務 

2 7 月 10 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「宿日直適正化通達（H14.3.19）、労働時間把握新ガイドライン

（H29.1.20）について学ぶ ～平成 29 年度労働行政動向の一大ポイン

ト！新ガイドラインをもとにした指導への対応を考える」 

3 8 月 14 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 
「派遣先における派遣労働者管理の実務」 

4 9 月 11 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 
「ここがポイント、平成 29 年度の助成金をまるっと紹介」 

5 10 月 16 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 

「医療の職場で行う改善の実践」 
～マネジメントシステムの効果的活用事例の紹介と実践手法 

6 11 月 13 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 
「ここに注目、認証制度の取得と活用のすべて」（予定） 

7 12 月 11 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 
「院内内託児所の整備と運用のための基礎知識」（予定） 

8 1 月 15 日（月） 
13:30 
～ 

15:30 
「募集・採用・労働条件明示の留意点」 

セミナー対象者は、労務管理者、または今後そうした立場になる可能性のある方、職場環境改善に関わる方

などを含みます。申込が複数いる場合はコピーをご利用下さい。 
セミナー開催場所は、沖縄県医師会館（南風原町字新川 218-9）で開催いたします。 

 
参加希望の研修番号に○印を付けてください。   

申込番号 1 2 3 4 5 6 7 8 

施設名  

職氏名  

 

参加申込票 

沖縄県医師会事務局 

沖縄県医療勤務環境改善支援センター 崎原 

TEL: 098-888-0087 FAX: 098-888-0089 

労務管理者向け勤務環境改善セミナー開催のお知らせ 
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1

3 93

3 2

901-1105, 218-9
TEL.098-888-0087 / FAX.098-888-0089

mailto:g1@ml.okinawa.med.or. jp

Q A
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29 4 14

29 5 30

HP:
http://www.ppc.go.jp/personal/preparation/guidelines/#iryokanren

901-1105 218-9
TEL.098-888-0087 / FAX.098-888-0089

mailto:g1@ml.okinawa.med.or. jp

Q A
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沖縄県医師会では、東日本大震災や熊本地震の教訓を活かし、次の大規模災害に備えた態勢の

整備として、平成 26 年度より独自に災害医療研修プログラムを実施しております。 
今年度の開催プログラム（一部未定あり）が決定いたしましたのでお知らせします。 
各コースへの受講申込は、下記により FAX（098-888-0089）にてお申し込み下さい。 

 日時 プログラム 研修形態 

終了 
5 月 13 日（土）

14:00～18:00 
【1】衛星電話に特化した通信手段 
【2】EMIS 入力演習 

講義、演習 

2 
7 月 13 日（木）

19:30～21:00 災害支援ナースの役割と活動（仮称） 講義 

3 
9 月 21 日（木）

19:00～21:00 
マス・ギャザリング・メディシン 

-スポーツ大会における医療救護体制の事例- 
講義、図上 

4 9 月 30 日（土）
09:00～16:30 PFA（心理的応急処置） 講義、演習 

定員 50 名 

- 開催期日 
再調整 地域医療本部における受援のあり方 講義、図上 

※ 研修コースは全て沖縄県医師会館（3F ホール）で開催予定です。 
※ PFA（psychological First Aid）とは、災害支援に関わる全てのスタッフが習得しておくべき、

心理的支援スキルとのことで、当コースは WHO が作成し、国内では国立精神・神経医療研究

センターが実施しているコースです。主に都道府県や災害医療関係団体で開催されておりま

す。 

 
■FAX.098-888-0089 参加希望の研修番号に○印を付け、お申込みください。

申込番号 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4  

施設名  

氏 名 医師・看護師・業務調整員・その他 

参加申込票 

沖縄県医師会事務局 業務 1 課 崎原 

TEL: 098-888-0087 FAX: 098-888-0089 

平成 29 年度災害医療研修プログラム開催のお知らせ
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ＩＣＬＳコースのご案内ＩＣＬＳコースのご案内ＩＣＬＳコースのご案内

 
ICLS（Immediate Cardiac Life Support）コースとは、最新の心肺蘇生ガイドラインに

基づいた二次救命処置について学ぶ日本救急医学会認定のトレーニングコースです。

成人の心肺停止に的をしぼり、最初の 10 分間に行うチーム医療を、シミュレーション

実習を通して学びます。今年度、開催期日が決定しましたのでお知らせします。 
 

   

第 55 回 
新おきなわ ICLS コース 

7 月 16 日（日） 
9:00～18:00 

おきなわクリニカル 
シミュレーションセンター 

第 56 回 
新おきなわ ICLS コース 

9 月 17 日（日） 
9:00～18:00 

おきなわクリニカル 
シミュレーションセンター 

第 57 回 
新おきなわ ICLS コース 

11 月 26 日（日） 
9:00～18:00 

名桜大学 

第 58 回 
新おきなわ ICLS コース 

1 月 28 日（日） 
9:00～18:00 

名桜大学 

第 59 回 
新おきなわ ICLS コース 

3 月 4 日（日） 
9:00～18:00 

おきなわクリニカル 
シミュレーションセンター 

各コースとも受講料（昼食代込、テキスト代別）は、医師・歯科医師 8,000 円、コメディカ

ル 6,000 円を予定しています。 

各コースとも募集は 2 ヶ月前に以下リンク先に掲載されますので、お申込み下さい。 

沖縄県医師会 http://www.okinawa.med.or.jp/html/kyukyu/kyukyu/kyukyu.html 

おきなわクリニカルシミュレーションセンター http://okinawa-clinical-sim.org/course.html 

受講選考については、これまで通り申し込み順ではなく、施設間のバランスやインストラクターの参

加状況を踏まえ、決定することになりますので、ご了承ください。 

・問い合わせ先：trees@me.au-hikari.ne.jp （沖縄 ER サポート 林 峰栄） 

・問い合わせ先：沖縄県医師会事務局 業務 1 課（崎原） 

TEL．098-888-0087 FAX．098-888-0089 

～ICLS コース開催のお知らせ～

名称 時間 実施場所
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－ 134（808）－

【 お問合せ先 】
沖縄県医師会業務２課（與那嶺・知念・徳村・平良）
おきなわ津梁ネットワーク事務局
TEL：098-888-0087／FAX：098-888-0089
E-mail：okinawa-shinryo@okinawa.med.or.jp
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－ 135（809）－

【 お問合せ先 】
沖縄県医師会業務２課（知念・徳村・平良）
おきなわ津梁ネットワーク事務局
TEL：098-888-0087／FAX：098-888-0089
E-mail：okinawa-shinryo@okinawa.med.or.jp
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－ 137（811）－
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システム利用に必要なもの
1.インターネット回線 ※利用者負担

 既存回線が利用可能
 光ネクスト、光プレミアム、 Bフレッツ、フレッツADSL、

YahooBB、ケーブルTV等

2.インターネットに接続可能なPC又はiPad ※利用者負担
 既存端末が利用可能（但しスペック制限あり）
 Windows（Vista,7,8）※Windows 10 はH28.４月以降対応予定

iOS（6.0以降)、Macintosh（X10.7以下）※Macは現在調査中

3.ウイルス対策ソフトの導入 ※利用者負担
 安全なものであればソフトの種類は問いません。

4.VPNソフトの導入 ※沖縄県医師会より配布

5.利用料金（月額）

〔お問合せ先〕
沖縄県医師会業務２課（知念・徳村・平良）
おきなわ津梁ネットワーク事務局
TEL：098-888-0087／FAX：098-888-0089
E-mail：okinawa-shinryo@okinawa.med.or.jp

シン リョウコ
# 1 a A 2  b  B 3

）裏（）表（

病院 (15,000円)
診療所・歯科診療所・調剤薬局 (5,000円)
介護サービス事業所等 (2,000円)
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－ 139（813）－
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医師年金 HP のトップペ
ージの「保険料」及び「受
給年金」からシミュレー
ションが可能です。

必要な情報を入力し、
「計算開始」のボタンを
クリック。
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－ 141（815）－

シミュレーション結
果が分かり易く表示
されます。
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　「第 139 回日本医師会臨時代議員会」に御参
加された稲田隆司先生の報告の中では、特に「新
専門医制度と日医の組織強化について」が印象
的でした。日本専門医機構が主導する新専門医
制度に対して、日本医師会から様々な要望書を
提出しているとのことです。今後の新専門医制
度の動向から目が離せません。
　平成 29 年 3 月 17 日に開催された平成 28 年
度第 4 回マスコミとの懇談会「口腔内ケアにつ
いて」では新垣敬一先生の御講演について白井
和美先生が報告してくれています。口腔ケアが
誤嚥性肺炎、細菌性心内膜炎予防に重要である
だけでなく、糖尿病、認知症予防、転倒予防に
も関連しているということは大変興味深い内容
でした。
　生涯教育では久手堅憲史先生が「気管支喘息
の最近の知見と当県の現状」を執筆してくれま
した。沖縄県の人口あたりの喘息死が全国で 2
番目に高く、その原因が吸入ステロイド薬の使
用量が低いことであり、今後の啓発活動や患者
教育の必要性が明確に示されました。
　また須藤敏先生が執筆されたプライマリ・ケ
アコーナーの「気管切開チューブ（気管カニュ
ーレ）について」では、様々な気管切開チュー
ブの種類、構造による分類、機能による分類が
わかり易く示されました。今後、高齢者が増加
する中で、気管切開チューブの需要もさらに増
えてくる可能性があり、適切なチューブの選択
が重要であることを認識しました。
　最後に医師会報ではないですが、日本医師会
から「禁煙は愛」と題する小冊子が発行されま
した。喫煙の害については言うまでもないです
が、今後の更なる禁煙啓発活動の拡大のため、
医療機関で当該小冊子を有効活用してもらえれ
ばと思います。同小冊子は http://dl.med.or.jp/
dl-med/teireikaiken/20170322_1.pdf で ダ ウ ン
ロードが可能です。
　今回も皆様から多くの寄稿をいただきまし
た。私自身も大変勉強になる内容でした。どう
もありがとうございました。あらためて今後と
もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

広報委員　清水 雄介

　初めて編集後記の執筆を担当させていただき
ます。琉球大学医学部附属病院形成外科の清水
雄介と申します。東京都から沖縄県に赴任させ
ていただいてから、あっという間に 2 年 3 か月
が過ぎました。赴任前にも休暇で沖縄に訪れた
ことは何度もあったのですが、実際に居住した
沖縄に対する私の印象は、とにかく「人が優し
い」です。仕事をしていても、お店に入っても、
車の運転をしていても、非常に優しく思いやり
のある方が多いと感じています。親切な方が多
いお蔭か、病院でも非常にコミュニケーション
がとりやすく、円滑に業務を進めやすいと感じ
ています。形成外科の医局にも沖縄出身の素晴
らしい後輩医師達が増え始めており、個人的に
沖縄の医師生活をとても幸せに感じています。
　しかし、残念ながら私自身は沖縄県全体にお
ける医療の現状を殆ど学べていません。形成外
科というのは外科の中でも業務の大半が手術と
いう特殊な科です。一人ひとりの患者さんの体
に向き合って手術をすることが多い反面、沖縄県
全体の医療の動向を俯瞰することはあまり求め
られていません。一つの医療機関に閉じこもっ
た診療になりがちな上、沖縄県内の形成外科医
の人数も少なく、県医師会の皆様との交流をも
つ機会が少なく寂しく感じておりました。ただ
幸い昨年秋より琉球大学の代表として広報委員
会の一員に加えていただきましたので、今後は
可能な限り沖縄県医師会の活動に携わっていき
たいと考えております。県医師会の皆様との交
流を深めさせていただき、より深く沖縄県の医
療を知って、県全体の医療を発展させるアイデ
アを探すことが出来る機会になれば良いと考え
ております。若輩ではありますが、是非、県医
師会の皆様からの御指導、御協力をいただけれ
ば幸いです。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
　県医師会報 6 月号は喜久村徳清先生が撮影さ
れた雄大な富士山の表紙でスタートします。玉
城信光先生の「第 18 回都道府県医師会介護保
険担当理事連絡協議会」の御報告と印象記では、
地域医療を在宅・介護へと移行させつつ、子供
達をどのように育てて未来を託すのか、という
大きな課題を我々に投げかけてくださり、大変
興味深く読ませていただきました。


